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自衛隊茨城地方協力本部

令和7年 6月 3日 (火 )

:barak:PCO
参考 :航空自衛隊チャンネル、陸上自衛隊HP、 自衛官募集チャンネル
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航空自衛隊 宇宙領域把握 開始

募集状況と茨城地本の取り組み

災害派遣と予備自衛官
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出典 :航空自衛隊が守る領域 (航空自衛隊HP)

商用画像衛星の活用

通信衛星コンステレーションの活用(スターリンク)
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スターリンク衛星

地上アンテナ   インターネット 地上局 戦場やへき地に

おいてインターネットが使用可能に  7

>ウクライナにおける民間の衛星データの利用及び通信衛星コンステレーションを活用した通信

2我が国を取り巻く「空」と「宇宙」の状況(3/11):宇宙状況②

出典 :航空自衛隊の概要～2 1航空幕僚監部 ) 4

饒 宇宙から現在地ヘ
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:baraki PCO

我が国を取り巻く「空」と「宇宙」の状況

(出典)
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ξ 我が国を取り巻く「空」と「宇宙」の状況

>中国は近年、衛星打ち上げの増加が顕著であり、2012年からの12年間で約6倍に急増
>中露によるASAT実験のほか、GPSに 対する妨害や宇宙システムヘのサイバー攻撃など、
宇宙領域における脅威が増大
>北朝鮮は2023年 5月 、8月 、11月 、2024年 5月 に衛星打ち上げを目的とする弾道ミサイル技術を
使用した発射を強行、2023年 11月 の発射では、北朝鮮が発射した物体が地球を周回している
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2我が国を取り巻く「空」と「宇宙」の1状況:「宇宙」脅威つ増本

脅蘭●軍彙織星等機 腱機露

ロシアによるASAT実験
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出典:航空自衛隊の概要～2025年度版～(航空幕僚監部)
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ショート  動画  未視聴  視聴済み

航空自衛隊、宇宙領域把握を買始
~        |      | |

航空自衛隊チャンネル

(JASDF Officia:Chan".
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航空自衛隊 宇宙領域把握 開始
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]baraki PCO)
出典 :航空自衛隊チャンネル
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[barak:PCO
出典 :航空宇宙作戦群HP

ibaraki PCO
出典 :航空宇宙作戦群HP

～航空 衛隊が宇宙で担う主な織轟～

1 宇宙領域把握
〈宇宙懐域把握のために導入予定の各種薔材〉

宇宙作戦群では、地上アンテナや宇審空間に設
=す
る

光学墜還鏡などの各種装置を用いて、日本の人工街星
の安全を確保します。
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スペースデプリが衛塁アンテナに,0,実してできた寅

宇菫空間 1こ :ま者纏化 :.た人工衛星の破片などのスペー

ス・デプリ 〔宇塞ゴミ)が量数 |こ存在しておじ.、 その
数は年々増加傾向 1こあつます。ままんの数爾のスペース

デプリであつても、宇寵空間でまき:髪議通塁重1_LIコ 1と
いうスピート (例 :東京～大阪を 1分で移動する速
さ)で回つているため、衝突の被書は甚大なもの1にな
ります.
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「宇宙状況記闘」を任務とする「宇宙1作調隊」のことです。
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宇宙作戦群は、先進的な知見を有するJAXAなどの関係政府機関などと連携して「宇宙状況把握」を行います。
現在は、自衛隊員を〕AXAI二派遣し1)つ、定期的な会合を通 ti具体的な連携要領を検討しているところです。

航空自衛隊が宇宙で担う主な役割



航空自衛隊が宇宙で担う主な役割

出典 :航空宇宙作戦群HP

航空自衛隊による宇宙領域に係る態勢整備
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出典 :航空自衛隊の概要～2025年度版～(航空幕僚監部) 10
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」□塵皿塁塞墜豊、一国のみで広大な宇宙空闘を守ることは三菫彊童壼です。そのた

め多日問題携を深化させ、「宇宙状況把握jの精度を高めることが重要です。宇宙作戦群は、米宇宙コマントが
主催するグロープ守レ。センチネル演習に継続的に参加し、多国聞理携の要領や運用燿力の向上を図っています。
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自衛官への道 (選べる3つの入口)
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予備自衛官補
(¬ 8歳以上52歳未満 )

「人を守るというやりがい」を仕事にするなら…・
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国際平和

協力活動等

出典 :自 衛隊茨城地方協力本部防衛講話(7529)

陸上自衛官として2任期 (4年 )
で退職した場合の給与の総額は

約 1,932万 円

衣菫食=住・医療
全て提供
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幹部候補生

幹部候補曹

三般曹候補生

防衛大学校学生

防衛医科大学校学生

航空学生

高等工科学校生徒
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任期を満了後、予備自衛官等となり、国内の大学院、大学、専門職大学、短大専攻科、高専専攻科、

専門学校4年制に進むと進学支援給付金の対象になります。

進学支援給付金

予備自衛官

年間

約 35.6万円

予備自衛官等手当も1   予備自衛官等手当

予備自衛官

年間

約 23万円

即応予備自衛官

年間

約 81万円～

私は、ずつと自衛官 |

ヨbarakI PCO

かかわっていきたい
段は、自衛隊の外で

経験や貯金を活かして

夢を叶えるぞ |

自衛官を続けたい。

制の魅力発信

進学支援給付金などを活用して夢を実現 ↑
■任期

任期満了したら

進学したい !

大学に復学した

も支給対象だよ

進学

予備自衛官等

即応予備自衛官

年間

約 53.6万円

希望者の

再就職率

99%以上

退職後は民間企業で

働いてみたい |

起業しよ

お金を貯めて

退職後は

:baraki PC10)
参考 :防衛省パンフレット

予備自衛官等手当も !
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募集対象者ソースの変化

少子化と進学率向上に加えて、全日制から通信制への流出が増加中 (構造変化)
これまでの取り組み (学校訪問等)だけでは、志願者の増加は見込めない。
※都道府県の枠を超えた活動が必須

【全国】
全日制148校減、通信制72校増 (10年 )
直近4年間で約Lユ 佳 (約 10万人増)
高校生の 11人に 1人が通信制の生徒

還信詢′

定
'、

寺制′  290.118人 .91%

【茨城県】
県外在住者を含めた在籍者の3割が通信制
茨城県在籍の通信制生徒の9割は現役世代
全国の通信制生徒の 1割が茨城県に在籍

,,.1,, 人.2=,ヽ

蝿
定

1′ 324

1.3%

通信制高等学校の生徒数

(公私別推移 )

茨城県の高等学校の生徒数

(令和 5年度在籍数)
年齢別生徒数

(公立・私立)

〔通イ言十1」〕

通 信制 ′

29,884,

30.3%
全 日制 ,

67,489,

68.4%
全●詢 .2′ 826.224人′

886%

lbaraki PCO
参考 :全国通信制高等学 会議資料 2通信ホ| めぐる動向等

就職慣イ1である「一人一祖ホ」」を食mヱ 笙_3星
」

―

督ょり_『 9月 16日から一人二
社まで応募・推薦を可能とする』へ変更 !

参考 :学校基本調査結果報告書
「通信制高等学校の現状と文部科学省の取組について」P7,P9

事璽,1つ きうヘ
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就職に関する「申し合わせ」の変更 (指定校求人以外の公開求人への複数応募を可能)
⇒公務員受験者の増加への期待
※ 「合格期限3年延長」を保険として有効活用するため、進路確定者の受験を依頼

令和7年 3月 新規中学校汲0■●学校率彙者の
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「25式機動広報車」始動
茨城の特性 (可住地面積全国4位)と 人口減少を考慮して、機動広報車 (試行)や
茨城出身隊員パネルにより、話題陸があり、柔軟で機動的な広報を展開
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自衛隊
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丁ヽ軍

爛ゆ
家族会から

家族ヘ

lbaraki PC10}
出典 :自 衛隊茨城地方協力本部防衛講話(7529)

○通信制高校 (通学コース)に設置される危機管理コースとの協定締結

○小学校に対する防災教育支援の拡大

○茨城出身隊員のパネル作成の促進 (機動広報車での活用)

○茨城県警察との連携 (ポスター＼バンフレントの共同作成)

○協力団体との連携による所長と広報官へのロールプレイ訓練
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小学校における防災教育支援   茨城出身隊員のパネル

轟

R7県警との共同ポスター 広報官訓練

痺 地域との連携強化

考71■7 晨須賃聰力音楽撃

濾●●."`口崚.

防大父母会

出典 :自 衛隊茨城地方協力本部防衛講話(7529)
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